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えてみる｡ 近交系をクローズ ドコロニーと比較 し











































遺伝 ･育種 を考える場合,まず第 1にデータを
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計画的を交配法の採用
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インターフェロン高生産系ハムスター
図2･インター フェロン生産量の高いハムスター の作出過程
法の選択と,計画的を交配法の採用によってイン
ターフェロン生産量の高いハムスターを作出する
ことができる｡
以上,実験動物の開発,特に遺伝学的手法につい
て,インターフェロン高生産系ハムスターを作出
する問題を例として解説した｡これには,単に｢つ
くる｣だけでをく,｢ふやす｣,｢つかう｣とい う
面からの問題も含むことを明らかにした｡ 今後,
実験動物を開発する場合,現存する実験動物の種,
系統だけでなく,目的に応じて新しい系統を積極
的に育種開発していくことが重要である｡
(岡山実験動物研究全会員)
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